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国鉄闘争の経験と教訓を活かす千葉県共闘会議・団結まつり

■10月16日、習志野市内で開かれた。団結まつりは、コロナ禍で2年間中止され、3年ぶりの開催となった。い
つもなら模擬店などが開かれていたが、飲食を控えての開催になった。主催は「国鉄闘争の経験と教訓を活
かす千葉県共闘会議・団結まつり実行委員会」。団結まつりの目的は、「国鉄闘争の経験と教訓を風化させな
ず、首切りに反対し正規・非正規を問わない解雇撤回闘争などに、支援共闘の輪を広げる。組合員・家族・仲
間たちとの連帯強化と共闘運動を広げる取り組みの交流の場とする」。13時から始まった団結まつりは、主催
者の挨拶から始まり、争議団の闘争報告、歌、踊り(朝鮮初中級学校)、演奏、マジックショー、大抽選会が続
いた。

【開会】13:00

■司会者「3年ぶりの団結まつりに会場を埋め
る皆さんの参加に感激します。いつもの進行と
異なり、飲食はありませんが歌と踊りで盛り上
げましょう」。

■主催者挨拶(共闘会議議長)
社会状況が良くありません。だからこそ働く

者の団結で求められます。今日の団結まつり
をステップに労働運動の発展を期しましょう。

【来賓から連帯挨拶】

◆新社会党◆日本共産党◆社会民主党
◆立憲民主党(メッセージ)

【争議団関係闘争報告】
◆JAL被解雇者労働組合
◆ユナイテッド争議団
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【JR職場の推移と国労闘争報告】
◆国労千葉地本書記長

2022年は、日本の鉄道150年、JRになって35
年。国鉄分割民営化攻撃に抗して闘ってきた国労
の推移を報告があった。

【踊り】
朝鮮初中級学校の女子3名が民族衣装を着て

踊ってくれた。

【歌と演奏】
フォーソング研究会から歌とギター演奏で5曲を

披露した。

【マジックショー】
マジシャン、ピースさんが驚きのマジックを披露した。会場は終始どよめきが続いた。

【大抽選会】
協賛ユニオン、団体からの商品提供で抽選会が行われた。一つひとつ当選番号が読まれるたびに声援

が上がり盛り上がった。

【閉会】
主催者からお礼と閉会挨拶があり、団結がんばろーで終わった。
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【第二次韓国サンケン闘争終結！10.17報告集会】

◆韓国サンケン労組の仲間が来日、10月17日の18:30、千代田区にある日本教育会館で報告集会が開かれ
た。主催は、「韓国・金属労組慶南支部韓国サンケン支会（韓国サンケン労組）韓国サンケン労組を支援する
会」。

◆韓国サンケン労組の闘いは、22年7月6日に終結した。昌原・馬山工場前での24時間テント座り込みから7
24日、ソウル・サンケンコリア前でのテント籠城148日目、サンケン電気と韓国財閥LG電子の合弁企業APT
C占拠16日、ハンスト14日という命がけの闘いと日韓連帯の力で、急転直下、妥結するに至った。集会では、
来日した韓国の仲間から報告を受け、2年間にわたる闘いの成果と教訓、日韓労働者の連帯と尾沢裁判闘争
の課題についても報告を受けた。

【開会】18:30

◆渡邊全労協議長から挨拶があった。「団結と権力の
脅威に抗して闘い、市民と行政まで巻き込み、主体の
闘いがあればこその勝利です。心から敬意を表しま
す。韓国サンケンの闘いが日本の労働組合運動を牽
引してくれた。尾沢裁判の勝利に結びつけましょう」。

【闘いの記録】

韓国と日本の闘い記録が上映された。

◆ビデオメッセージ

闘いの経緯と教訓、韓国労働者がビデオメッセージで語ってくれた。日韓労働者の団結を感じさせた。
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◆経過報告(尾沢孝司さん)

韓国サンケン労組を支援してきた運動を振り返
り、困難を踏み越え、仲間の結集で力を得たこと等、
支援する会の活動をきめ細かく話した。グローバル
企業の巨大な力を前に闘う教訓を学んだ。私の裁判
がさいたま地裁で、11/6から始まる。裁判は来年ま
で続きます。引き続きのご支援をよろしくお願いしま
す。

韓国サンケン労組の仲間

闘いを忘れない。ありがとうございます」(女性)、
「全ての人にありがとう」(男性)「連帯のおかげで今
日を迎えた。この思いを忘れない」(男性)「コロナで大変でした。難しくとも韓日連帯あればこそです」(男性)「韓
国民主労組副委員長(女性)です。遠征闘争に来て、皆さんの支援で工場にも入れました。連帯の力を感じま
した。リストラ解雇に抗して闘い勝利しました。サンケンの解散に、どうするか苦難がありました。工場がなくな
り大丈夫か？地域の仲間から『闘いは無理、妥協だ』の声が聞こえました。みんなと討論、団結で、勝利を。闘
いをぶれずにみんなの力で勝ち取ろうと闘いました。コロナで遠征闘争もできないでいた時も、日本から守る
会がつくられ勇気をもらいました。民主労組も辛いとき、運動の苦しさを日本の労働者との連帯で乗り越え
た。その中心で闘った皆さんに民主労組から感謝状を送ります。(賞状と金盃などが贈られた)

◆弁護団からの経過とさいたま地裁で始まる公判について報告があった。「尾沢さんは無罪だ！裁判闘争に
支援を！ 韓国サンケン争議の渦中で、本社門前で不当逮捕された尾澤孝司さんの裁判が始まります。 さい
たま地裁です。 第１回 11/9 （水）13:30

【争議の連帯挨拶】

◆山口委員長(JHU)

私たちも闘っています。闘いの着地点は滑走路です。現状の会社回答は滑走路の外です。解決するまで闘
います。

◆千田さん(ユナイテッド争議団)

11/11 銀座デモをやります。アクションを起こし闘います。つい先日、最高裁から上告棄却が届いた。何も
しない訳にはいきません。頑張ります。

◆さいたま連帯する会→復活して尾沢裁判で再結成します。「尾沢孝司裁判を支える会さいたま」。市民と連
帯して社前で抗議しました。頑張りましょう。

【閉会】◆鳥井一平さん(全統一労働組合)
私たちは闘い、闘ってきた。負けないことを繰り返し、闘ってきました。尾沢裁判で真実を明らかしましょう！

団結ガンバロー！
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